
インストール後のタスク

• Cisco Unified Communications Managerのインストール後の作業（1ページ）
• IM and Presence Serviceのインストール後の作業（17ページ）
•次の作業（19ページ）

Cisco Unified Communications Managerのインストール後
の作業

手順

目的コマンドまたはアクション

リリースノートは、次の URLからダ
ウンロードできます。リリースおよび

リリースノートおよびリリースに付属

しているReadmeファイルを読みます。
ステップ 1

任意のCOPファイルの要件の特徴を理
解してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-release-notes-list.html

クラスタノードをアップグレードする

か、クラスタノードに COPファイル
将来のアップグレードと COPインス
トールで使用できるクラスタノードで

ソフトウェアの場所を構成します。

ステップ 2

をインストールする前に、すべてのク

ラスタノードで [ソフトウェアの場所
（Software Location）]フィールドを構
成する必要があります。ソフトウェア

の場所の設定の詳細については、
Upgrade and Migration Guide for Cisco
Unified Communications Manager and the
IM and Presence Service, Release
12.5(1)SU6の「ConfigureCluster Software
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目的コマンドまたはアクション

Location」セクションを参照してくださ
い。

インストール後には、アプリケーショ

ンユーザーのパスワードをリセットす

ることを推奨します。

アプリケーションユーザのパスワード

をリセット（4ページ）
ステップ 3

Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool
（RTMT）を使用して、Unified

Real-TimeMonitoring Toolのインストー
ル（4ページ）

ステップ 4

Communications Managerと IM and
Presence Serviceをリアルタイムでモニ
タできます。

カーネルクラッシュがあれば、

kerneldumpユーティリティから、ク
Kerneldumpユーティリティの有効化
（7ページ）

ステップ 5

ラッシュの収集およびクラッシュをダ

ンプするメカニズムを利用できます。

システムおよびデバイスに必要なライ

センスがあることを確認します。

ライセンスのインストール（7ペー
ジ）

ステップ 6

定期的にバックアップを行うことを推

奨します。自動バックアップをセット

バックアップの設定（8ページ）ステップ 7

アップすることも、任意の時点でバッ

クアップを起動することもできます。

オプション。デフォルトのロケールは

英語です。別のロケールを使用する場

新しいロケールのインストール（9
ページ）

ステップ 8

合は、ダウンロードしてインストール

します。

既知の不具合を修正する、または

Unified Communications Managerに含ま
COPファイルのインストールのガイド
ライン（12ページ）

ステップ 9

れていない、使用したいカスタムデバ

イスのタイプに対するサポートを有効

にするには、インストール後に COP
ファイルをインストールする必要があ

ります。

北米番号計画（デフォルト）以外の北

米のダイヤルプランを使用する場合

ダイヤルプランをインストールするに

は、次のタスクを完了します。

ステップ 10

は、ダウンロードしてインストールす

る必要があります。
• COPファイルのインストール（13
ページ）

•事前作成済みダイヤルプランのイ
ンストール（14ページ）
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目的コマンドまたはアクション

• Cisco CallManagerサービスの再起
動（14ページ）

オプション。システムでセキュリティ

を有効にする場合、Cisco CTLクライ
セキュリティの有効化（15ページ）ステップ 11

アントをインストールし、混合モード

を有効にします。

オプション。Cisco Prime Collaboration
保証などのネットワーク管理システム

簡易ネットワーク管理プロトコルの設

定（15ページ）
ステップ 12

を使用している場合は、SimpleNetwork
Management Protocolを有効にします。

Cisco Unified Communications Manager
仮想マシン（VM）設定でゲスト OS
バージョンに変更するには。

仮想マシン構成仕様の変更（16ペー
ジ）

ステップ 13

この構成は、ネットワークトポロジ

に、クラスタ内の個々のノードのプラ

HTTPリファラー/ホストヘッダーでホ
ストの信頼できるリストを設定し、

Cisco Unified CM管理の [エンタープラ

ステップ 14

イベート IPアドレスとともに外部イン
イズパラメータ（Enterprise ターフェイス用に設定されたパブリッ

Parameters）]ページでパブリック IPア ク IPアドレスがある場合に必要です。
ドレスまたはDNSエイリアスを追加し
ていることを確認してください。

それからUnified CMは、Unified CMへ
のアクセスを許可する前に、最初に

Unified CMクラスタで設定されたサー
バーを使用して、ホストヘッダーに存

在する IPアドレスまたはホスト名を検
証します。また、Unified CMへのアク
セスに使用されるDNSエイリアスを、
ホストの信頼済みリスト設定で設定す

る必要があります。たとえば、サー

バーが cm1.example.localであり、
phone.example.localを使用してサーバー
にアクセスする場合、

phone.example.localをホストの信頼済み
リスト設定に追加する必要がありま

す。

プライベート IPアドレスを使用するプ
ライベートネットワークから、Cisco
Unified CMの管理ユーザーインター
フェイスに移動し、[システム
（System）] > [エンタープライズパラ
メータ（Enterprise Parameters）]を選
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目的コマンドまたはアクション

択して、使用する外部 IPアドレスまた
は DNSエイリアスを設定します。

このアクティティの実行後には、すべ

てのWebページが正しくロードされる
ように Cisco Tomcatサービスを再起動
する必要があります。

アプリケーションユーザのパスワードをリセット

インストールプロセスでは、すべてのアプリケーションユーザのパスワードが、インストー

ル中に入力した同じデフォルトのアプリケーションユーザのパスワードに設定されます。イン

ストール後にこれらのパスワードをすべてリセットすることを推奨します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザ管理（User Management）] > [アプリケーションユーザ
（Application User）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 アプリケーションユーザーをクリックします。
アプリケーションユーザの詳細は、[アプリケーションユーザ設定（Application User
Configuration）]ウィンドウに表示されます。

ステップ 4 [パスワード（Password）]と [パスワードを確認（Confirm Password）]フィールドの両方に新
しいパスワードを入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 アプリケーションユーザごとに、この手順を繰り返します。

Real-Time Monitoring Toolのインストール
この手順を使用して、Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（RTMT）をインストールしま
す。RTMTを使用して、リアルタイムで Unified Communications Managerと IM and Presence
Serviceをモニタすることができます。

始める前に

• Unified RTMTをWindows OSプラットフォームで実行するには、少なくとも 128 MBのメ
モリが必要です。Windows/LinuxOSプラットフォームでツールを実行するには、少なくと
も 300 MBのディスク領域が必要です。
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Linux Unified RTMTプラグイン CcmServRtmtPlugin.binは、RHEL
5、RHEL 6以上の Linuxマシンにインストールできます。RHEL
4マシンにインストールする場合は、glibc（OSライブラリ）の
バージョンが2.4.x以上であることを確認してください。glibcバー
ジョンが 2.3.x以前の場合、基盤となる JREのインストールが失
敗します。

（注）

•現在の Unified RTMT Downloadは、Unified Communications Managerまたは Cisco Unity
Connectionの以前のリリースをサポートしています。Unified CommunicationsManagerのリ
リースは、 Unified RTMTのバージョンが異なるコンピュータ（Unified Communications
Managerリリースごとに 1個のバージョン）にインストールする必要があります。インス
トールする Unified RTMTバージョンが、モニタ対象の製品と互換性があることを確認し
ます。使用しているUnifiedRTMTバージョンがモニタ対象のサーバと互換性がない場合、
互換性のあるバージョンをダウンロードするように求められます。

•コンピュータでは、実行する Unified RTMTの最後のインスタンスに基づいて、IPアドレ
スや Unified RTMTフレームサイズなどのユーザ設定を保存します。

標準監査ユーザと Standard CCM Super Usersの権限を持つ管理者だけがUnified RTMT機能にア
クセスできます。これらの権限のないアプリケーションユーザが Unified RTMTにログインし
た場合、コール制御検出（CCD）やServiceAdvertisement Framework（SAF）などの機能の一部
は期待どおりに機能しません。

（注）

Linuxワークステーションでは、ルートアクセスを使用してRTMTを実行します。そうしない
場合、最初に RTMTをインストールするときに、アプリケーションが起動しません。

（注）

•現在のUnifiedRTMTでは、JREを実行する必要があります。システムに JREがインストー
ルされていることを確認します（Java 1.8）。

手順

ステップ 1 設定の管理インターフェイスの [プラグイン（Plug-ins）]ウィンドウに移動します。

アクセス方法インターフェイス

Unified Communications Manager Administration
から、[アプリケーション（Application）] >
[プラグイン（Plugins）]を選択します。

Unified Communications Manager

インストール後のタスク
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アクセス方法インターフェイス

Unified CommunicationsManager IM and Presence
Administrationから、[アプリケーション
（Application）] > [プラグイン
（Plugins）]Pluginsを選択します。

Unified Communications Manager IM and
Presence Service

Cisco Unity Connection Administrationから、[シ
ステム設定（System Settings）] > [プラグイン
（Plugins）]を選択します。

Cisco Unity Connection

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 Microsoft Windowsオペレーティングシステムを実行しているクライアントでUnified RTMTを
インストールするには、[Real-Time Monitoring Tool - Windows]の [ダウンロード（Download）]
リンクをクリックします。

Linuxオペレーティングシステムを実行しているクライアントで Unified RTMTをインストー
ルするには、[Real-TimeMonitoring Tool - Linux]の [ダウンロード（Download）]リンクをクリッ
クします。

Windows 7以降で Unified RTMTをインストールするときは、管理者としてインス
トールを実行してください。

ヒント

ステップ 4 クライアント上の優先ロケーションに実行可能ファイルをダウンロードします。

ステップ 5 Windowsバージョンをインストールするには、デスクトップ上に表示される Unified RTMTア
イコンをダブルクリックするか、ファイルをダウンロードしたディレクトリを見つけてUnified
RTMTインストールファイルを実行します。

抽出プロセスが開始されます。

ステップ 6 Linuxバージョンをインストールするには、ファイルに実行権限があることを確認します。た
とえば、コマンドchmod +x CcmServRtmtPlugin.bin（大文字と小文字を区別）を入力します。

ステップ 7 Unified RTMTのようこそウィンドウが表示されたら、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 ライセンス契約書を承認するには、[使用許諾契約書の条項に同意します（I accept the terms of
the license agreement）]をクリックし、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 Unified RTMTのインストール画面にプロンプト表示されるように、システムから実行可能な
Java仮想マシンの絶対パスを選択します（JREインストール済みディレクトリからの java.exe、
これは最新バージョン 1.8です）。

ステップ 10 UnifiedRTMTをインストールする場所を選択します。デフォルトの場所を使用しない場合は、
[参照（Browse）]をクリックして別の場所に移動します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 インストールを開始するには、[次へ（Next）]をクリックします。

[セットアップステータス（Setup Status）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 12 インストールを完了するには、[完了（Finish）]をクリックします。
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Real-Time Monitoring Toolの使用法の詳細については、Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool
Administration Guideを参照してください。

（注）

Kerneldumpユーティリティの有効化
次の手順を利用して Kerneldumpユーティリティをイネーブル化します。カーネルクラッシュ
が発生した場合、ユーティリティは、クラッシュの収集とダンプのメカニズムを提供します。

ローカルサーバまたは外部サーバにコアをダンプするユーティリティを設定できます。

手順

ステップ 1 コマンドラインインターフェイスにログインします。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•ローカルサーバ上のカーネルクラッシュをダンプするには、utils os kernelcrash enable

CLIコマンドを実行します。
•外部サーバにカーネルクラッシュをダンプするには、外部サーバの IPアドレスを指定し
て utils os kerneldump ssh enable <ip_address> CLIコマンドを実行します。

ステップ 3 サーバをリブートします。

ライセンスのインストール

必要なライセンスを取得します。

Unified Communications Managerの要件

Cisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManagerサテライトを使用して、Unified
CommunicationsManagerのライセンスを管理します。ライセンスを取得する方法の詳細につい
ては、『Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド』の「スマートソフトウェ
アライセンシング」の章を参照してください。

IM and Presence Serviceの要件

IM and Presence Serviceには、サーバのライセンスまたはソフトウェアバージョンのライセン
スは必要ありません。

インストール後のタスク
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バックアップの設定

定期的にバックアップを行うことを推奨します。ディザスタリカバリシステム（DRS）を使
用して、クラスタ内のすべてのサーバのデータを完全にバックアップできます。自動バック

アップをセットアップすることも、任意の時点でバックアップを起動することもできます。

手動バックアップを開始するか、バックアップスケジュールを設定できます。詳細について

は、Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイドの「システムのバッ
クアップ」の章を参照してください。

ロケールのインストール

複数の言語をサポートする Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceを設定で
きます。インストール可能なサポート言語の数に制限はありません。

Ciscoは、ロケール固有のバージョンのUnified CommunicationsManagerのロケールインストー
ラと IM and Presence Serviceのロケールインストーラのロケール固有のバージョンを用意して
います。このロケールインストーラはシステム管理者がインストールします。このインストー

ラを使用すると、ユーザがサポートされているインターフェイスを使用するときに、選択した

翻訳済みテキストまたはトーン（使用可能な場合）を表示または受信できます。

Unified CommunicationsManagerまたは IM and Presence Serviceをアップグレードする場合、アッ
プグレードと移行をすべて完了した後にロケールをインストールする必要があります。アップ

グレードの場合は、デフォルトでインストールされている英語（米国）を除き、使用している

ロケールをすべて再インストールする必要があります。UnifiedCommunicationsManagerノード
または IM and Presence Serviceノードのメジャーおよびマイナーバージョン番号と一致する最
新バージョンのロケールをインストールしてください。

クラスタの各ノードにUnifiedCommunicationsManagerをインストールし、データベースをセッ
トアップしてから、ロケールをインストールします。IMandPresenceServiceのノードで特定の
ロケールをインストールする場合は、最初に Unified Communications Managerのクラスタで同
じ国の Unified Communications Managerのロケールファイルをインストールする必要がありま
す。

ソフトウェアのアップグレードが完了した後に、Unified Communications Managerのノードと
IM and Presence Serviceノードでロケールをインストールするには、次の項の情報を使用しま
す。

ユーザロケール

ユーザロケールファイルは、特定の言語と国に関する言語情報が含まれます。ユーザロケー

ルファイルは、ユーザが選択したロケールの電話機表示用の翻訳済みテキストとボイスプロ

ンプト（使用可能な場合）、ユーザアプリケーション、およびWebページを提供します。こ
れらのファイル名の表記は、次のとおりです。

• cm-locale-language-country-version.cop (Unified Communications Manager)

• ps- locale-language_country-version.cop（IM and Presence Service）

インストール後のタスク
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ネットワークロケール

ネットワークロケールファイルは、電話トーン、Annunciator、ゲートウェイトーンなど、さ
まざまなネットワーク項目の国固有のファイルを提供します。複合ネットワークロケールファ

イル名の表記は、次のとおりです。

• cm-locale-combinednetworklocale-version.cop (UnifiedCommunicationsManager)

1つのロケールインストーラに複数のネットワークロケールが組み合されている場合がありま
す。

ロケールファイルは、ソフトウェアアップグレードをインストールする場合と同じプロセス

を使用して、ローカルソースまたはリモートソースからインストールできます。クラスタの

各ノードに、複数のロケールファイルをインストールできます。クラスタ内のすべてのノード

をリブートしないと、変更は有効になりません。クラスタ内のすべてのノードですべてのロ

ケールのインストールが終了するまで、ノードをリブートしないように強くお勧めします。通

常の業務時間後にノードをリブートして、コール処理の中断を最小限にとどめてください。

新しいロケールのインストール

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceに新しいロケールをインストー
ルするには、次の手順に従います。両方の製品用のロケールをインストールする場合、次の順

番で、すべてのクラスタノードでロケールをインストールします。

1. Unified Communications Managerパブリッシャノード

2. Unified Communications Managerサブスクライバノード

3. IM and Presenceデータベースパブリッシャノード

4. IM and Presenceサブスクライバノード

始める前に

新しいロケールをインストールする前に、すべてのクラスタノードで Unified Communications
Managerまたは IM and Presence Serviceのインストールまたはアップグレードを完了している
ことを確認してください。

手順

ステップ 1 Cisco.comでリリース用のロケールインストーラを検索します。

• Unified Communications Managerの場合は、次に移動します。 https://software.cisco.com/
download/navigator.html?mdfid=268439621&i=rm

• IMandPresenceServiceについては、次のURLを参照してください。https://software.cisco.com/
download/navigator.html?mdfid=280448682&i=rm

ステップ 2 リリースのロケールのインストーラを、SFTPをサポートするサーバにダウンロードします。

インストール後のタスク
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ステップ 3 管理者アカウントを使用して、[Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]に
ログインします。

ステップ 4 [ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [インストール/アップグレード
（Install/Upgrade）]を選択します。

ステップ 5 [ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウで、
次のフィールドに値を入力します。

• [ソース（Source）]で、[リモートファイルシステム（Remote File System）]を選択しま
す。

• [ディレクトリ（Directory）]に、ロケールインストーラを保存したディレクトリへのパス
を入力します。

• [サーバ（Server）]フィールドに、リモートファイルシステムのサーバ名を入力します。
•リモートファイルシステムのクレデンシャルを入力します。
• [転送プロトコル（Transfer Protocol）]ドロップダウンリストから [SFTP]を選択します。
転送プロトコル用に SFTPを使用する必要があります。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 サーバ上でロケールをダウンロードしインストールします。

ステップ 8 サーバを再起動します。更新は、サーバの再起動後に有効になります。

ステップ 9 すべての Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceクラスタノードで、所
定の順にこの手順を繰り返します。

新しいロケールが、すべてのクラスタノードにインストールされるまで、エンドユーザのユー

ザロケールをリセットしないでください。UnifiedCommunicationsManagerおよび IMandPresence
Serviceの両方のロケールをインストールする場合、ユーザロケールをリセットする前に、両
方の製品のロケールをインストールする必要があります。IM and Presence Serviceのロケール
インストールが完了する前に、エンドユーザが電話言語をリセットした場合に起こりうる問題

など、何らかの問題が発生した場合は、セルフケアポータルの電話言語を英語にリセットして

もらいます。ロケールのインストールが完了すると、ユーザは電話言語をリセットするか、一

括管理を使用してロケールを一括して適切な言語に同期させることができます。

（注）

次のタスク

すべてのクラスタノードでロケールのインストールが完了したら、エンドユーザは新しいユー

ザロケールの使用を開始できます。

エラーメッセージ

ロケールインストーラをアクティブ化するときに発生する可能性のあるメッセージの説明につ

いては、次の表を参照してください。エラーが発生した場合は、インストールログにあるメッ

セージを表示できます。
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表 1 :ロケールインストーラのエラーメッセージと説明

説明メッセージ

データベースに追加するユーザロ

ケール情報が格納されている CSV
ファイルが見つからない場合にこの

エラーが発生します。これはビルド

プロセスのエラーを示しています。

[LOCALE] File not found:
<language>_<country>_user_locale.csv, the user locale has not
been added to the database.

データベースに追加するネットワー

クロケール情報が格納されている

CSVファイルが見つからない場合に
このエラーが発生します。これはビ

ルドプロセスのエラーを示していま

す。

[LOCALE] File not found: <country>_network_locale.csv, the
network locale has not been added to the database.

このエラーが発生するのは、installdb
を呼び出したUnified Communications
Managerアプリケーションが存在す
る必要があるためです。このアプリ

ケーションがCSVファイルに含まれ
る情報を読み取り、Unified
Communications Managerデータベー
スに正しく適用します。このアプリ

ケーションが見つからない場合は、

Unified Communications Managerと共
にインストールされていない（可能

性は非常に低い）、削除された（可

能性あり）、またはノードに Unified
CommunicationsManagerがインストー
ルされていない（最も可能性あり）

ことが想定されます。データベース

に適切なレコードが格納されていな

いとロケールは機能しないため、ロ

ケールのインストールは中止されま

す。

[LOCALE] CommunicationsManager CSV file installer installdb
is not present or not executable.
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説明メッセージ

このエラーは、システムがチェック

サムファイルの作成に失敗した場合

に発生します。原因としては、Java
実行ファイル
/usr/local/thirdparty/java/j2sdk/jre/bin/java
が存在しない、Javaアーカイブファ
イル
/usr/local/cm/jar/cmutil.jar
が存在しないか損傷している、Java
クラス com.cisco.ccm.util.Zipperが存
在しないか損傷していることなどが

考えられます。これらのエラーが発

生する場合でも、Unified
Communications Manager Assistantを
除いてロケールは引き続き正常に動

作します。この場合、Cisco Unified
Communications Manager Assistantで
は、ローカライズされた Unified
CommunicationsManager Assistantファ
イルの変化を検出できません。

[LOCALE] Could not create /usr/local/cm/application_locale
/cmservices/ipma/com/cisco/ipma
/client/locales/maDialogs_<ll>_<CC>.properties.Checksum.

[LOCALE] Could not create
/usr/local/cm/application_locale/cmservices/ipma/com/cisco/
ipma/client/locales/maMessages_<ll>_<CC>.properties.Checksum.

[LOCALE] Could not create /usr/local/cm/
application_locale/cmservices/ipma/com/cisco/
ipma/client/locales/maGlobalUI_<ll>_<CC>.properties.Checksum.

[LOCALE] Could not create /usr/local/cm/
application_locale/cmservices/ipma/
LocaleMasterVersion.txt.Checksum.

このエラーは、適切な場所でファイ

ルが見つからない場合に発生します。

最も可能性が高い原因として、ビル

ドプロセスのエラーが考えられま

す。

[LOCALE] Could not find
/usr/local/cm/application_locale/cmservices/ipma/LocaleMaster
Version.txt in order to update UnifiedCMAssistant locale
information.

このエラーは、ロケールのインストー

ル時に発生した何らかの障害が累積

したことにより発生します。これは、

最終的な状態を示しています。

[LOCALE] Addition of <RPM-file-name> to the Unified
Communications Manager database has failed!

COPファイルのインストールのガイドライン
インストールによっては、既知の不具合を修正する、または Unified Communications Manager
に含まれていないが、使用したいカスタムデバイスのタイプに対するサポートを有効にするの

に、COPファイルをインストール後にインストールする必要があります。

COPファイルをインストールする必要がある場合は、次のガイドラインに従います。

•適切な COPファイルをクラスタ内のすべてのノードにインストールします。クラスタ内
の各ノードに新しいソフトウェアをインストールして、データベースをセットアップした

後、この作業を実行します。

• COPファイルをインストールしたら、サーバを再起動します。

インストール後のタスク
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• COPファイルのインストール中に行った設定の変更をデータベースに上書きするため、
Unified Communications Managerおよび/または IM and Presence Serviceを再起動します。

COPファイルのインストール
北米番号計画（システムのデフォルト）以外の作成済みのダイヤルプランを使用する場合は、

ダイヤルプランと共に COPファイルをインストールする必要があります。

手順

ステップ 1 UnifiedCommunicationManagerのパブリッシャノードで、この手順を開始します。CiscoUnified
Communications OSの管理で、[ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [インス
トール（Install）]を選択します。
[ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [ソース（Source）]フィールドで、[リモートファイルシステム（Remote File System）]を選択
します。

ステップ 3 [ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウで、
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」

を参照してください。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。
ウィンドウが更新され、使用可能なソフトウェアのオプションとアップグレードのリストが表

示されます。

ステップ 5 [オプション/アップグレード（Options/Upgrades）]ドロップダウンリストで、[DP COP]ファイ
ルを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
[インストールファイル（Installation File）]ウィンドウが開き、FTPサーバからファイルをダ
ウンロードします。ウィンドウにダウンロードの進捗が表示されます。

ステップ 6 [チェックサム（Checksum）]ウィンドウが表示されたら、そのチェックサムの値をダウンロー
ドしたファイルのチェックサムの値と比較検証します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックして、ソフトウェアアップグレードに進みます。
警告メッセージとして、インストールするために選択したDPCOPファイルが表示されます。

ステップ 8 [インストール（Install）]をクリックします。
[インストール状況（Install Status）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 10 Unified CommunicationManagerサブスクライバノードで、この手順を繰り返します。クラスタ
内の全ノードに COPファイルをインストールする必要があります。

次のタスク

システムにダイヤルプランを適用する場合は、事前作成済みダイヤルプランのインストール

（14ページ）。
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事前作成済みダイヤルプランのインストール

クラスタの最初にあるそれぞれの Cisco Unified Communications Managerノードに国内の番号計
画をインストールします。Unified Communications Manager publisherノードから始めます。

北米（システムデフォルト）以外の国における国内の番号計画をインストールしている場合に

のみ、次の手順を実行します。

（注）

始める前に

作成済みのダイヤルプランと共にCOPファイルをインストールします。詳細については、COP
ファイルのインストール（13ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[コールルーティング（Call Routing）] > [ダイヤルプラン
インストーラ（Dial Plan Installer）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 インストールするダイヤルプランのバージョンを [利用可能なバージョン（AvailableVersion）]
ドロップダウンリストから選択します。

ステップ 4 [インストール（Install）]をクリックします。
ステータスに、ダイヤルプランがインストールされたことが表示されます。

ステップ 5 クラスターのサブスクライバノードごとにこの手順を繰り返します。

次のタスク

Cisco CallManagerサービスの再起動（14ページ）

Cisco CallManagerサービスの再起動
新しいダイヤルプランをインストールしている場合は、CiscoCallManagerサービスを再起動す
る必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -
機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストから、Cisco Unified Communications Managerサーバ
を選択します。

インストール後のタスク
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CMの [サービス（Services）]領域で、[サービス名（Service Name）]列に Cisco CallManagerが
表示されます。

ステップ 3 Cisco CallManagerサービスに対応するラジオボタンをクリックします。

ステップ 4 [再起動（Restart）]をクリックします。
サービスが再起動し、「サービスは正常に再起動しました（Service Successfully Restarted）」
というメッセージが表示されます。

セキュリティの有効化

システムのセキュリティを有効にする場合は、Cisco CTLクライアントをインストールし、混
合モードを有効にする必要があります。[アプリケーション（Applications）] > [プラグイン
（Plugins）]ウィンドウから、Cisco Unified CMAdministrationで、CTLインストールファイル
をダウンロードできます。

混合モードが有効になると、システムは、認証に証明書信頼リスト（CTL）ファイルを使用し
ます。CTLファイルには、サーバごとのサーバ証明書、公開キー、シリアル番号、署名、発行
者名、サブジェクト名、サーバ機能、DNS名、および IPアドレスが含まれています。

CTLクライアントをインストールし、システムで混合モードを有効にする方法の詳細について
は、Security Guide for Cisco Unified Communications Managerを参照してください。

簡易ネットワーク管理プロトコルの設定

Cisco Prime Collaboration Assuranceなどのネットワーク管理システムを使用している場合は、
Simple Network Management Protocolを有効にします。

始める前に

10個を超える同時ポーリングクエリーは許可されません。推奨する最大トラップ宛先は 8個
です。それ以上はCPUの性能に影響します。この要件は、使用するOVAテンプレートに関係
なく、すべてのインストールに適用されます。

手順

ステップ 1 SNMP NMSをインストールし、設定します。

ステップ 2 [コントロールセンター -ネットワークサービス（Control Center - Network Services）]ウィンド
ウで、SNMPサービスが起動されたことを確認します。

ステップ 3 Unified Communications Manager：[サービスの開始（Service Activation）]ウィンドウで、Cisco
CallManager SNMPサービスをアクティブ化します。Cisco Unity Connectionのみ：自動的に
Connection SNMP Agentサービスがアクティブになります。

ステップ 4 SNMP V1/V2cを使用している場合は、コミュニティストリングを設定します。

インストール後のタスク
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ステップ 5 SNMP V3を使用している場合は、SNMPエンジンを取得します。SNMPユーザーを設定する
ときに必要になります。

ステップ 6 SNMP V3を使用している場合は、SNMPユーザを設定します。

ステップ 7 トラップまたはインフォームの通知先を設定します。

ステップ 8 MIB2システムグループのシステムコンタクトとロケーションを設定します。

ステップ 9 CISCO-SYSLOG-MIBのトラップ設定を行います。

ステップ 10 Unified Communications Managerのみ：CISCO-CCM-MIBのトラップ設定を行います。

ステップ 11 プライマリーエージェントサービスを再起動します。

ステップ 12 NMSで、Unified Communications Managerのトラップパラメータを設定します。

仮想マシン構成仕様の変更

次の手順に従って、Unified Communications Manager仮想マシン (VM)設定でのゲスト OSバー
ジョンに変更を加えます。

手順

ステップ 1 仮想マシンをシャットダウンします。

ステップ 2 必要に応じて、vSphereにより、仮想マシンの設定を変更します。ゲストOSとVMハードウェ
アの互換性を更新できます。

1. VMハードウェアの互換性を更新：仮想マシンを左クリックします。[更新（Updates）]を
チェックします。[更新（Update）]をクリックします。

ホストがわからない場合は、[ステータスの確認]（Checkstatuts）]をクリック
し、[アップグレード（Upgrade）]をクリックして、ホストを照合します。

（注）

2. ゲストOSの更新：[仮想マシン（Virtual Machine）]を右クリックし、> [設定の編集（Edit
Settings）] > [仮想マシンのオプション（Virtual Machine Option）] > [一般オプション
（General Option）] > [ゲストOSのバージョン（Guest OS Version）]の順に選択します。

ステップ 3 仮想マシンの電源をオンにします。

実行中に仮想マシン設定を開くと、何らかの不一致がある場合、 ESXiにたとえば
次のような警告メッセージが表示されます。

（注）
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この仮想マシンに構成されているゲスト OS (CentOS 4/5以降 (64ビット))は、現在
実行中のゲスト (CentOS 7 (64ビット))と一致しません（The configured guest OS
(CentOS 4/5 or later (64 bit)) for this virtual machine does not match the guest that is currently
running (CentOS7 (64 bit))）。ゲスト固有の最適化を可能にするために、正しいゲス
ト OSを指定する必要があります。

警告

IM and Presence Serviceのインストール後の作業
IMandPresenceServiceの新しいクラスタまたは新しいノードをインストールする場合、インス
トール後にこれらの次の作業を実行します。

これらのタスクの多くは、IMandPresenceServiceの設定および管理ガイドで詳しく説明されて
います。注意を促されている箇所では、これらの作業を実行する方法の詳細に関するガイドを

参照してください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

リリースノートは、次の URLからダ
ウンロードできます。リリースおよび

リリースノートおよびリリースに付属

しているReadmeファイルを読みます。
ステップ 1

任意のCOPファイルの要件の特徴を理
解してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-release-notes-list.html

ソフトウェアは、次の場所からダウン

ロードすることができます。

Cisco.comで IM and Presence Serviceに
ソフトウェアのアップデートやファー

ステップ 2

https://software.cisco.com/download/
navigator.html?mdfid=280448682&i=rm

ムウェアのアップデートがないか確認

します。

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

プレゼンス冗長グループを設定しま

す。

ステップ 3

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

デフォルトのドメインを変更します。ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

IM and Presence Serviceの IMアドレス
スキームを変更します。

ステップ 5

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

IM and Presence Serviceノード名を変更
します。

ステップ 6

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

プレゼンスゲートウェイとしてUnified
CommunicationsManageを設定します。

ステップ 7

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

Unified Communications Manageで SIP
パブリッシュトランクを設定します。

ステップ 8

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

ユーザをサーバに割り当てます。ステップ 9

IM and Presence Serviceの重要なサービ
スをオンにします。

サービスのアクティブ化（18ページ）ステップ 10

サービスのアクティブ化

次のサービスをアクティブにする必要があります。

• Cisco SIP Proxy
• Cisco Presence Engine
• Cisco Sync Agent

• Cisco XCP Connection Manager
• Cisco XCP Authentication Service

サービスをアクティブにするには、Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [サービ
スアクティベーション（Service Activation）]を選択します。

IM and Presenceクラスタをインストールするサーバごとに、このタスクを実行する必要があり
ます。

（注）
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次の作業
これでシステムがインストールされました。ダイヤルプランの設定、ユーザのプロビジョニン

グ、デバイスの登録およびインスタントメッセージとプレゼンスの設定などの作業を含む、シ

ステムの設定を続行する準備が整いました。システムの設定方法の詳細については、次のガイ

ドを参照してください。

•『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』
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インストール後のタスク

次の作業

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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インストール後のタスク

次の作業



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


